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平成30年度成果
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①新規受講者の獲得

②リピート者数の向上

③意識・行動変容のための環境整備



①②新規・リピート受講者の獲得
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参加延べ人数の推移
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※データ非提出者も含む



リピート結果
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東京大学高齢社会総合研究機構資料より引用



新規・リピート受講者数の推移
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※同年度内の同一IDは1名としてカウント
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新規受講者獲得のために
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①豊四季台地域内の全サロン10か所への受講勧奨・実施

②サポーターによる各地域での受講勧奨

四季原サロン

サルビアサロン

サロンかやの会

豊四季台での
フレイルチェック

(一部)



リピート受講者数向上のために
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①地域包括支援センター受講者の定着

②市から受講歴のあるサロン等への再受講勧奨（電話）

③プログラム内での仕掛け（かしわフレイル予防ガイドブック）



③意識・行動変容のための環境整備
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受講後のフォロー
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◆出前講座
・フレイルチェック以外のメニューをガイドブックで案内

◆地域包括支援センター
・講座やサロン、各種サークル等の紹介
・深掘赤４つ以上の方には、特に参加勧奨を実施

◆介護予防センター・老人福祉センター
各種フレイル予防講座を実施していることを案内



柏市オリジナルプログラムの導入
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●行動変容を促す働きかけについて、部会コア会議で協議
参加者：東大、トレーナー、サポーター、包括、

介護予防センター、地域包括支援課

●2019年度からガイドブック内のアクションシートを使用
チェック後にグループワークを実施する

介入研究時の様子 サポーター研修会



次年度に向けて
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新規・リピート受講者獲得のために
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①介護支援サポーター研修で毎年1回実施

②新規の通いの場への受講勧奨

③受講歴のあるサロン等への再受講勧奨

受講後のフォロー体制強化

平成31年度中に、東京大学や地域包括支援センターと協議
予定

→全市サロンへの波及効果の期待

→3/20時点で新規5件，リピート団体10件予定


